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地　区　の　概　要
地区面積／8,908ha 組合員／6,112名

◆理事長あいさつ
◆第７期新総代選出
◆第７期新役員選出
◆平成28年度通常総代会開催／平成29年度事業計画
◆平成29年度予算／定款・規約等の一部変更改正
◆表彰／シリーズ「農家の声」
◆シリーズ「維持管理組合紹介」／
　維持管理組合長・維持管理組合担当職員紹介
◆平成29年度用水計画／休日勤務体制／
　プレミアムフライデー実施
◆平成29年度事務局機構
◆伝言板
◆シリーズ「管内スポット」／編集後記
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平
成
二
十
九
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
挙
の
結
果
、
私
を
始
め
十
八
名
が
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
第
七
期
役
員
と
し
て
選

出
さ
れ
、
三
月
三
十
一
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
四
年
間
、
六
十
五
名
の
総
代
と
共
に
、
組
合
員
及
び
土
地
改
良
区
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
土
地
改
良
区
は
、
国
営
米
沢
平
野
農
業
水
利
事
業
、
並
び
に
県
営
、
団
体
営
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、
土
地
改
良
施
設

の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

昨
年
度
も
順
調
に
事
業
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
の
農
業
・
農
村
は
、
国
内
外
の
政
治
・
経
済
の
動
向
、
地
域
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
米
価
の
下
落
な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
年
々
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
離
脱
後
、
残
り
十
一
カ
国
に
よ
る
初
め
て
の
閣
僚
会
合
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
月
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
土
地
改
良
法
「
改
正
案
」
の
中
で
、「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が

借
り
入
れ
た
農
地
の
整
備
を
、
農
業
者
の
負
担
と
同
意
な
し
で
実
施
で
き
る
旨
の
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

改
正
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
地
改
良
区
と
し
て
も
十
分
理
解
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
と
し
ま
し
て
は
、
国
営
二
期
事
業
に
よ
り
造
成
、
構
築
さ
れ
た
小
水
力
発
電
施
設
及
び
集
中
管
理
シ
ス

理

事

長
　
　

佐

　

貝

　

全

　

健

ご
　
挨
　
拶
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テ
ム
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
の
負
担
軽
減
並
び
に
用
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
、
平
成
二
十
九
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
概
算
額
が
、
前
年
度
補
正
と
併
せ
て
大
幅
削
減
さ
れ
た
以
前
の

平
成
二
十
一
年
度
と
同
額
計
上
さ
れ
る
中
、
本
土
地
改
良
区
の
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事

業
に
よ
る
「
屋
代
郷
一
地
区
」
の
水
路
整
備
と
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
よ
る
「
間
坂
地
区
」
の
た
め
池
整
備
を
、
ま

た
、
調
査
事
業
と
し
ま
し
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
に
よ
り
、「
米
沢
一
地
区
」
及
び
「
両
堰

地
区
」
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

継
続
の
県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
「
高
山
地
区
」、「
塩
井
地
区
」、
施
設
整
備
の
「
黒
井
堰
地
区
」、

水
利
区
域
内
事
業
の
「
山
上
地
区
」、
施
設
保
全
を
行
う
「
屋
代
郷
・
淞
郷
堰
一
地
区
」、
た
め
池
整
備
事
業
の
「
蛭
沢
地
区
」、

「
四
ッ
釜
地
区
」、
並
び
に
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業
の
「
米
沢
平
野
地
区
」

に
つ
い
て
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

用
水
を
供
給
す
る
、
農
業
水
利
施
設
は
、
農
業
生
産
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
を
始
め
関
係
機
関
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
計
画
的
な
更
新
・
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
用
水
の
安
定
確
保
と
供
給
の
た
め
、
水
源
と
な
る
水
窪
ダ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
、

管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
な
ど
に
よ
り
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
事
務
の
合

理
化
に
努
め
、
経
常
的
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を
図
り
、
賦
課
金
の
収
納
率

向
上
と
未
収
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
な
運
営
に
よ
る
事
業
推
進
の
た
め
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第７期役員　当選証書付与式（新役員代表あいさつ　佐貝理事長）
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選挙区 地区名 氏名 再／新

第１区
（定数5名）

万 世 大野澤　進 再

梓 川
髙橋源五郎 再

鈴木　孝一 新

羽 黒 川
須藤　真則 新

安部　憲一 新

第２区
（定数6名）

片子大堰
竹田　誠司 新

豊野　隆一 新

山 上
古澤　虎夫 再

我彦　正福 再

米沢南部
情野　利晴 再

本田　康弘 新

第３区
（定数7名）

塩 井
宍戸　　剛 新

小関　敏弘 再

窪 田

髙橋　正德 再

佐藤　俊英 再

佐藤　正一 再

木村　正勝 再

齋藤　善博 新

第４区
（定数4名）

和 田

佐藤　　浩 新

鈴木　芳美 新

髙橋　藤吉 新

猪野　　誠 新

選挙区 地区名 氏名 再／新

第５区
（定数5名）

四ケ村堰

鈴木　幸治 新

木村　武義 再

髙橋　一芳 再

渡部　　仁 新

髙橋　幸博 新

第６区
（定数4名）

黒 井 堰

五十嵐克己 再

伊藤作エ門 再

鈴木　陽一 新

佐藤　利宏 再

第７区
（定数10名）

糠 野 目 金子　卯一 新

屋 代 郷

佐藤　一雄 再

渡部　修一 新

八巻　善朗 新

齋藤　光春 再

竹田　昭二 新

竹田　良一 新

佐藤　寛幸 新

佐藤　和彦 新

山崎　秀一 新

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

鈴木　重司 新

髙橋　幹雄 再

濱田　重幸 新

選挙区 地区名 氏名 再／新

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

佐藤　嘉一 新

伊藤安五郎 新

朝倉　善則 再

鈴木　孝一 新

第９区
（定数11名）

両 堰

佐藤　嘉隆 再

髙橋　嘉門 新

波方　良弘 再

森谷　武弘 再

佐久間二郎 再

伊藤　藤夫 再

情野　市孫 再

藤巻　陽一 新

遠藤　義則 新

佐藤　　好 新

井上　正順 新

第10区
（定数6名）

川西東部

渡部　與彰 再

内山雄次郎 新

佐藤　和弘 再

髙橋　顕仁 再

小形　義美 再

遠藤　森幸 再

合　　計 65名

平成29年２月14日㈫～15日㈬
－立候補届出－

会場：米沢平野土地改良区　会議室

平成29年２月22日㈬
－当選証書付与式－

会場：山形県置賜総合支庁　講堂

平成29年２月22日㈬
－選挙会－

会場：山形県置賜総合支庁　501及び504会議室

任期は平成29年３月2日から平成33年３月1日までの４年間

　任期満了に伴う総代選挙が２月21日に執行され、全選挙区無投票により65名の当選が決定しました。
　新総代の今後のご活躍をご期待申しあげるとともに、前任者各位のご尽力に対し厚くお礼申しあげます。

第７期　新総代65名選出

新総代のご紹介 ※敬称略
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平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
十
一
名
の
方
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
土
地
改
良

区
の
運
営
と
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

副
理
事
長

鈴　

木　

吉　

宏

会
計
担
当
理
事

安　

部　

愼
一
郎

理
　
　
事

遠　

藤　

講　

吉

理
　
　
事

黒　

田　

眞　

幸

理
　
　
事

近　

野　
　
　

誠

理
　
　
事

齋　

藤　

富　

雄

理
　
　
事

伊　

藤　

邦　

彥

理
　
　
事

安　

部　

輝　

雄

理
　
　
事

青　

野　

正　

明

総
括
監
事

浅　

深　

清　

市

監
　
　
事

山　

木　

博　

一

監　　事
黒澤　　章

理　　事
内藤　和典
（総務）

庶務担当理事
我妻　武宣
（水利整備）

理　　事
木村　明男
（水利整備）

理　　事
戸田　忠雄
（水利整備）

監　　事
我妻　孝一

理　　事
大友　　学
（水利整備）

理　　事
鈴木　義郎
（水利整備）

理　　事
山田　文則
（総務）

副理事長
長谷部福太郎

（総務）

理　　事
寒河江利廣
（総務）

理　　事
二宮　啓一
（水利整備）

会計担当理事
江口　益美
（総務）

理　　事
島軒　隆一
（水利整備）

理　　事
山木　義厚
（総務）

理 事 長
佐貝　全健

総括監事
寒河江繁一

理　　事
中川誠一郎
（総務）

　任期満了に伴う役員選挙が３月15日開催の平成28年度通常総代会において執行され、理事15名、監事
３名の当選が決定しました。その後、互選会において新役員の職務分担が確定しました。

※下段は担当する委員会、未収対策委員会は理事全員をもって構成

任期は平成29年３月31日から平成33年３月30日までの４年間

～ 新 執 行 体 制 ～
第７期　新役員18名選出

ご
苦
労
様
で
し
た
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⑴
水
窪
ダ
ム
等
共
同
施
設
の
維
持
管
理

　

山
形
県
企
業
局
と
の
共
同
施
設

と
な
っ
て
い
る
水
窪
ダ
ム
等
は
、

平
成
八
年
八
月
一
日
に
創
設
さ
れ

た
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
に
よ

り
、
東
北
農
政
局
と
山
形
県
と
の

間
に
締
結
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産

管
理
委
託
協
定
書
に
基
づ
き
、
山

形
県
が
維
持
管
理
を
行
い
、
県
か

ら
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
県
の
指

導
の
も
と
操
作
点
検
業
務
を
行
っ

て
い
く
。

　

な
お
、
東
北
農
政
局
、
山
形
県
、

山
形
県
企
業
局
、
米
沢
平
野
土
地

改
良
区
の
関
係
者
に
よ
る
共
同
施

設
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
水
窪

ダ
ム
災
害
対
策
現
地
本
部
設
置
基

準
を
設
け
災
害
等
の
緊
急
時
に
於

け
る
円
滑
な
対
応
を
行
う
。

⑵
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　

事
業
費　

六
一
、
三
六
〇
千
円

⑶
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

　

事
業
費　

六
八
、
六
〇
〇
千
円

⑷
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　

事
業
費

　

幹
線　
　
　

七
、
三
〇
〇
千
円

　

支
線　
　
　

五
、
五
〇
〇
千
円

①
幹
線
施
設　

一
施
設

・
吉
島
二
号
用
水
路

②
支
線
施
設　

一
施
設

・
街
道
下
用
水
路（
和
田
地
区
）

⑸
維
持
管
理
組
合
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
か
ん
が
い
期
の
用
水

確
保
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
配

水
に
万
全
を
期
す
。

⑹
干
魃
時
に
は
在
来
施
設
の
利
活

用
に
よ
る
用
水
確
保
を
図
る
。

⑺
節
水
、
漏
水
防
止
並
び
に
水
難

事
故
防
止
の
啓
蒙
を
図
る
。

議長を務める佐藤嘉隆総代 質問する木村正勝総代

　３月15日グランドホクヨウにおいて平成28年度通常総代会が開催されました。
　総代（現総数65名）62名の出席を得、佐貝理事長挨拶、来賓祝辞の後、議長に第９選挙区の佐藤嘉隆総代
が選任され、慎重審議の結果、全議案原案どおり可決されました。

平
成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
の

概
要

平成
28年度 通常総代会開催

全議案原案通り可決

一　

水
利
調
整
と
施
設
の

維
持
管
理
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本
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
第
三
次
運
営
ビ
ジ
ョ

ン（
財
政
計
画
：
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
）に
基

づ
き
予
算
を
編
成
し
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
施
設
管
理
費
及
び
補

修
費
に
係
る
経
費
が
微
増
の
傾
向

に
あ
る
中
で
、
事
務
の
合
理
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
経
常
的
経
費

の
節
減
を
図
っ
て
い
く
。

　

平
成
二
十
九
年
度
経
常
賦
課
金

は
、
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て

前
年
度
と
同
額
の
十
ア
ー
ル
当
た

り
四
、
四
〇
〇
円
と
し
、
所
要
財

源
の
確
保
を
図
り
つ
つ
賦
課
金
の

完
納
を
目
標
に
収
納
率
向
上
と
未

収
対
策
に
努
力
し
て
い
く
。

⑴
担
い
手
育
成
支
援
事
業（
継
続
）

　

・
糠
野
目
地
区

⑵
経
営
安
定
対
策
基
盤
整
備
緊
急

支
援
事
業（
継
続
）

　

・
糠
野
目
地
域

⑴
県
営
事
業

継
　
続

◦
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
面
的
集
積
型
）

・
高
山
地
区（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　
二
一
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
水
利
区

域
内
農
地
集
積
促
進
型
）

・
山
上
地
区（
米
沢
市
）

　
　

事
業
費　
一
六
一
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
整
備
型
）

・
黒
井
堰
地
区（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

九
三
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
・
淞
郷
堰
一
地
区（
南
陽
市
）

　
　

事
業
費　

五
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

型
）

・
塩
井
地
区（
米
沢
市
）

　
　

事
業
費　
二
一
九
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
蛭
沢
地
区（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⑴
各
活
動
組
織
へ
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
二

市
二
町
の
地
域
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
参
画
し
、
解
消
に
努

力
す
る
。

⑴
広
報
の
発
行
、
配
布
並
び
に
愛

称「
水
土
里
ネ
ッ
ト
米
沢
平
野
」

の
普
及
を
行
う
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
を
継
続
し
て
い
く
。

⑶
住
民
参
加
型
活
動（
施
設
め
ぐ

り
な
ど
）を
実
施
し
て
い
く
。

⑷
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
施

設
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン

　

農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
中
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

基
本
と
な
る
人
と
農
地
の
問
題

を
一
体
的
に
解
決
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
区

と
し
て
も
市
町
が
開
催
す
る
農

型
）（
計
画
設
計
）

①
農
業
農
村
整
備
事
業
実
施
計
画

策
定
事
業（
県
営
）

・
亀
岡
西
地
区

　
　

調
査
費　

一
六
、
九
〇
〇
千
円

②
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
事
業（
団
体
営
）

・
亀
岡
西
地
区

　
　

調
査
費　

四
、
五
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）（
計
画
設
計
事

業
）

・
米
沢
一
地
区

　
　

調
査
費　

四
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）（
計
画
設
計
事

業
）

・
両
堰
地
区

　
　

調
査
費　

四
、
〇
〇
〇
千
円

業
関
係
機
関
や
、
農
業
者
の
代

表
で
構
成
す
る「
地
域
農
業
再

生
協
議
会
」が
提
案
す
る
原
案

の
妥
当
性
等
の
審
査
、
検
討
に

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
。

⑵
農
地
中
間
管
理
事
業

　

信
頼
で
き
る
農
地
の
中
間
的

受
け
皿
が
あ
る
こ
と
で
、
人
・

農
地
問
題
の
解
決
を
進
め
や
す

く
す
る
事
業
実
施
に
関
し
、
農

地
中
間
管
理
機
構
か
ら
必
要
な

協
力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め
る
。

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
四
ッ
釜
地
区（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

七
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
農

業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事

業
）

・
米
沢
平
野
地
区

　
（
米
沢
市
、
高
畠
町
、
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

一
二
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
一
地
区（
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

二
二
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
間
坂
地
区（
米
沢
市
、
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

四
二
、
〇
〇
〇
千
円

⑵
団
体
営
事
業

継
　
続

◦
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

・
米
沢
平
野
五
地
区

　
　

事
業
費　

四
八
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業

（
水
利
用
調
整
事
業
）

・
米
沢
平
野
地
区

　
　

事
業
費　

九
、
〇
〇
〇
千
円

⑶
計
画
調
査
事
業

継
　
続

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

二　

農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進

三　

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
等

五　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
継
続
と
趣
旨
普
及

六　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」及
び

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

七　

財
政
・
運
営

四　

事
業
負
担
金
対
策
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その他 
209,680千円 
20.4％

小水力発電事業会計繰入金 
54,830千円 5.3％

受託料 
78,420千円 
7.6％

借入金 48,660千円 
4.7％

維持管理適正化事業交付金 
11,520千円 1.1％

補助金等 
72,480千円 
7.0％

他目的使用料 
7,130千円 0.7％
転用決済金等 15,110千円 1.5％

負担金等 
95,420千円 9.3％

借入金返済 
42,710千円 
4.2％

その他 
142,490千円 
13.8％

企画調査費 4,570千円 0.4％
事務所費 29,360千円 2.8％

運営事務費等 
190,970千円 18.6％

災害復旧費 3,000千円 0.3％

事業費 
73,890千円 
7.2％

受託業務費 
16,700千円 1.6％

維持管理費 
92,730千円 
9.0％

共同施設管理費 
73,560千円 
7.1％
県営基幹水利施設

管理事業費 
76,720千円 

7.5％

国営造成施設
管理費 

68,600千円 
6.7％

基幹施設等管理費 
118,210千円 
11.5％

負担金 49,000千円 4.8％

事業特別賦課金 
32,400千円 3.2％

特別賦課金 
15,740千円 1.5％

協力費 1,010千円 0.1％

経常賦課金 
371,320千円 
36.1％

地区維持
管理賦課金 
61,630千円 
　　6.0％

支　出 収　入

賦課金
 481,090千

円

土地改良
事
業
費
 523,410千円

土地改良事
業
費
 546,210千円

224,900千円

一
般

管
理費

一般会計　1,028,930千円

一般会計予算内訳書
（単位：千円）

会　計　区　分 収入 支出
一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 757,400 639,660
水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 31,160 80,680
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業（ 米 沢 平 野 １ ） 47,450 55,170
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業（ 米 沢 平 野 ２ ）  8,270 10,020
県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業（ 米 沢 平 野 ３ ） 20,380 25,790
国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型） 32,090 69,650
県 営 経 営 体 育 成 事 業 高 山 地 区 37,500 35,300
県 営 水 利 施 設 整 備 事 業 山 上 地 区 27,800 26,190
県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 塩 井 地 区 28,000 26,960
農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 28,680 49,800
県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 10,200 9,710

計 1,028,930 1,028,930

※平成28年度特別会計「基幹水利施設更
新準備積立会計」、「上新田地区県営経営
体育成基盤整備事業（面的集積型）会計」、
「県営水利区域内農地集積促進整備事業
会計」の３会計については平成28年度
で廃止となります。

　複式簿記会計への移行に伴い、特別会計小水力発電事業以外の特別会計を全て廃止し、積立金でない
特別会計の残金は一般会計へ繰入れ、積立金会計の残高は固定資産として計上することになります。
　このため、一般会計予算は1,028,930千円と前年度より大幅増となりますが、内訳書の旧一般会計
区分（収入757,400千円、支出639,660千円）が前年度一般会計予算に当たる部分になります。

平成29年度　予　　算
単式簿記会計から複式簿記会計へ移行します

単式20会計　→　複式2会計へ
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竹森発電 
20,220千円 17.5％

その他 
23,690千円 20.5％

一般管理費 
480千円 0.4％

発電事業費 
35,340千円 30.7％

一般会計繰出金 55,830千円 48.4％

その他 
3,770千円 3.3％

負担金等 
2,640千円 
2.3％

水窪ダム発電 88,710千円 76.9％

支　出 収　入
特別会計小水力発電事業　115,340千円

第
三
条（
地
区
）、
第
八
条（
総
代
の
定
数

及
び
選
挙
区
）

・
台
帳
整
理
に
よ
る
区
域（
林
泉
寺
二
丁

目
外
）の
追
加

第
二
十
三
条（
役
員
の
失
職
）

・
行
政
庁
の
指
導
等
に
よ
り
、
農
業
者
年

金
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
付

等
に
よ
り
被
選
挙
権
を
失
っ
た
場
合
、

残
任
期
間
は
、
組
合
員
で
な
い
役
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
追
加

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項
、

同
条
同
項
に
係
る
別
冊
調
書（
一
）（
経
費

分
担
の
基
準
）

・
農
地
転
用
及
び
台
帳
整
理
に
よ
る
区
域

の
追
加
及
び
削
除

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

（
負
担
金
及
び
分
担
金
）

・
国
営
米
沢
平
野
二
期
農
業
水
利
事
業
完

了
に
よ
る
変
更

定
款
附
属
書
役
員
選
挙
規
程　

第
二
条
第
二
項

・
台
帳
整
理
に
よ
る
区
域（
林
泉
寺
二
丁

目
外
）の
追
加

第
二
十
七
条

・
行
政
庁
の
指
導
等
に
よ
り
会
計
事
務
補

助
者
の
追
加

第
四
十
五
条（
出
納
の
閉
鎖
）

・
複
式
簿
記
会
計
移
行
に
よ
り
翌
年
三
月

三
十
一
日
を
出
納
の
閉
鎖
に
改
正

第
六
十
二
条（
補
償
）

・
事
業
施
行
委
員
会
規
程
の
改
正
に
よ
り
評

価
委
員
会
を
評
価
換
地
委
員
会
に
改
正

特
定
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
規
程（
制
定
）

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
施
行
に
よ
り
、
特
定
個

人
情
報
等
の
適
正
な
取
り
扱
い
が
必
要

に
な
る
た
め

総
務
委
員
会
規
程（
一
部
改
正
）

第
三
条（
委
員
）

・
理
事
定
数
変
更
に
よ
り
構
成
委
員
数
の

改
正（
八
名
→
七
名
）

水
利
整
備
委
員
会
規
程（
一
部
改
正
）

第
三
条（
委
員
）

・
理
事
定
数
変
更
に
よ
り
構
成
委
員
数
の

改
正（
八
名
→
七
名
）

未
収
対
策
委
員
会
規
程（
一
部
改
正
）

第
三
条（
委
員
）

・
理
事
定
数
変
更
に
よ
り
構
成
委
員
数
の

改
正（
十
六
名
→
十
四
名
）

会
計
細
則（
全
部
改
正
）

・
複
式
簿
記
会
計
移
行
に
よ
る
全
部
改
正

納
付
推
進
委
員
手
当
基
準
要
綱（
一
部
改
正
）

第
二
条

・
手
当
額
を
固
定
給
及
び
組
合
員
数
割
に

改
正

他
目
的
使
用
規
程（
一
部
改
正
）

第
六
条（
使
用
期
間
）

・
十
一
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
排
水
許
可
期

限
の
改
正（
五
年
以
内
→
永
年（
工
作
物

の
存
置
す
る
期
間
））

使
用
料
規
程（
一
部
改
正
）

第
二
条（
使
用
料
の
額
）

・
十
一
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
排
水
使
用
料

の
改
正

平成29年度　予　　算

定
款
・
規
約
の
一
部
変
更
改
正 

定
款
の
変
更

規
約
の
一
部
改
正

諸
規
程
の
制
定
及
び
一
部
改
正
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二
月
二
十
三
日
㈭
長
井
市「
グ
ラ
ン
パ
リ
ス
」に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
長
年
に
亘
り
土
地

改
良
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
当
土
地

改
良
区
よ
り
役
員
六
名
、職
員
一
名
が
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
下
段
右
よ
り

　
理
　
　
事
　
寒
河
江
　
利
　
廣

　
理
　
　
事
　
江
　
口
　
益
　
美

　
理
　
　
事
　
鈴
　
木
　
義
　
郎

　
総
括
監
事
　
浅
　
深
　
清
　
市

写
真
上
段
右
よ
り

　
理
　
　
事
　
齋
　
藤
　
富
　
雄

　
理
　
　
事
　
青
　
野
　
正
　
明

　
水
利
整
備
課
事
業
係
長

　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
　
　
剛

　このたびの総代及び役員改選により、総代44名、役員11名の方々が退任されました。
　本土地改良区の発展にご尽力いただきましたことに感謝申しあげるとともに、ますますのご発展
とご健勝を心よりお祈り申しあげます。

表彰状　～役員及び総代　在任12年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴
副理事長 鈴　木　吉　宏 17 役員17年
会計担当理事 安　部　愼一郎 16 役員12年、組合長4年
理　　事 伊　藤　邦　彥 24 役員14年、総代10年
理　　事 齋　藤　富　雄 16 役員8年、総代8年
理　　事 安　部　輝　雄 12 役員12年
理　　事 遠　藤　講　吉 12 役員4年、総代8年
理　　事 黒　田　眞　幸 12 役員4年、総代8年
前総代 髙　橋　豊　治 16 総代16年
前総代 古　山　好　樹 12 総代12年

前総代（組合長兼務）八　巻　　　隆 24 総代24年、組合長4年
組合長（元総代） 江　部　　　昇 16 総代16年、組合長8年
前総代（組合長兼務）樋　口　裕　一 16 総代16年、組合長4年
前総代（組合長兼務）落合堂　良　雄 16 総代16年、組合長17年
前総代（組合長兼務）長谷川　博　史 16 総代16年、組合長12年
前総代（組合長兼務）鈴　木　甚志郎 12 総代12年、組合長4年

感謝状　～役員及び維持管理組合長　在任8年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴
理　　事 近　野　　　誠 8 役員4年、組合長4年
理　　事 青　野　正　明 8 役員8年
総括監事 浅　深　清　市 8 役員8年
監　　事 山　木　博　一 8 役員4年、総代4年、組合長4年

表彰状贈呈

表彰状贈呈

感謝状贈呈

土
地
連
支
部
功
労
者
表
彰

おめでとう
ございます

　３月15日㈬開催の平成28年度通常総代会において、米沢平野土地改良区の運営と発展並びに土
地改良事業推進に貢献された功績に対し、次の方々に表彰状または感謝状が贈呈されました。

～表彰状・感謝状贈呈～
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水
稲
四
、五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、大
豆
二
、五
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。
以
前
は
兼
業
農
家
で
、
平
成
十
八
年
頃
か

ら
面
積
を
徐
々
に
増
や
し
、
現
在
で
は
十
二
名
か
ら

田
を
借
り
て
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
で
は
、
高
度

経
営
体（
担
い
手
）八
人

及
び
一
法
人
に
六
、
九

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作

面
積
か
ら
、
三
十
八
、

三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目

標
に
集
積
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

集
積
と
団
地
化
が
進

み
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
が
可
能
と

な
り
、
今
後
は
更
に
集

積
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

当
地
区
に
は
若
い
後
継

者
も
お
り
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ま
で
に
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
が
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
当
地
区
で
は
地
下
排
水
を
採
用
し
、
危
険

な
排
水
路
の
草
刈
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

地
下
排
水
と
な
っ
た
上
部
に
は
農
道
が
造
ら
れ
、
水

田
の
管
理
が
し
や
す
く
な
り
、
耕
作
者
か
ら
は
と
て

も
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
当
初
事
業
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
人
か
ら

は
、「
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ん
な
に
良
く
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
何
回
も
説
明
し
て
も
ら
っ
て
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
」と

言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
地
区
外
の
人
か
ら
の

反
響
も
大
き
く
、
ま
と
め
上
げ
た
苦
労
が
報
わ
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
は
未
整
備
で
ほ
ぼ
素
掘
り
水
路
で
あ
り
、

維
持
管
理
に
多
大
な
労
力
を
要
し
て
い
て
、
農
道
も

狭
く
農
地
集
積
も
全
く
進
ん
で
い
な
い
状
態
で
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
か
ら
面
工
事
に
入
り
、
二
十
八
年

　

以
前
か
ら
ほ
場
整
備
事
業
の
話
は
出
て
い
ま
し
た

が
、
負
担
額
の
面
か
ら
八
割
の
人
が
反
対
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
ほ
場
整
備
事
業
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
平

成
十
九
年
に
事
業
説
明
会
を
行
い
、
事
業
採
択
に
向

け
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
受
益
地
の
確
定
や
、

関
係
者
か
ら
の
同
意
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
が
大
変

で
し
た
。
最
初
反
対
し
て
い
た
方
も
何
回
も
個
別
訪

問
を
す
る
な
ど
し
て
大
変
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は

事
業
内
容
を
理
解
い
た
だ
き
、
同
意
い
た
だ
い
た
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 　

三
月
二
十
四
日
㈮
、
東
京
都
千
代
田
区「
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
部
門
で

「
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
お
そ
の
づ
か
」が
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
等
を
契
機
に
生
産
性
や
収
益
性
の
高
い
農
業
経
営
の
展
開

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
地
区
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
「
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
お
そ
の
づ
か
」は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た

「
小
其
塚
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
」を
契
機
と
し
た
集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
二
十
一
年
に
設
立
に
至
り
ま
し
た
。　
　

　

設
立
当
時
は
水
稲
と
大
豆
の
基
幹
作
業
受
託
が
主
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
特
別
栽
培
米「
お

そ
の
づ
か
米
」の
栽
培
・
販
売
や
、
冬
期
出
荷
の「
啓
翁
桜
」の
栽
培
を
導
入
す
る
な
ど
で
四
季

農
業
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
経
営
面
積
は
、
四
十
五
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
ほ
か
高
性
能
防

除
機
械
を
導
入
し
、
近
隣
集
落
一
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
防
除
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

元
ス
ー
パ
ー
や
病
院
、
温
泉
旅
館
な
ど
に「
つ
や
姫
」を
使
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
元
酒
蔵
に

酒
米
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
、
地
産
地
消
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
米
と
啓
翁
桜
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直
接
販
売
を
実
施
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組

み
や
積
極
的
な
販
路
の
拡
大
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
日
㈬
米
沢
市「
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
ビ
ュ
ー
米
沢
」に
お
い
て
、
米
沢
地
区

地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
設
立
四
十
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

役
員
及
び
会
員
と
し
て
協
議
会
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
安
部
輝
雄
理
事
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

整備後 整備前

－事業概要－
塩井地区
区画整理
　A=51.9ha
用水路工
　L=10.0㎞
排水路工
　L=5.3㎞
農 道 工
　L=4.4㎞
地下かんがい
　A=25.1ha
工　　期
　平成26年度～
　平成30年度

安部輝雄理事

山
口
敏
博
専
務
取
締
役（
右
）

市
川
憲
司
代
表
取
締
役（
左
）

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
会
長
賞
受
賞

農 家
の

声

現
在
の
経
営
規
模
に
つ
い
て

塩
井
地
区
の
展
望
に
つ
い
て

事
業
の
効
果
に
つ
い
て

事
業
推
進
に
あ
た
り
大
変
だ
っ
た
こ
と
は

№13

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
十
三
回
目
は
、
米

沢
市
塩
井
町
宮
井
の
相
田
市
三
郎
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　
相
田
さ
ん
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
塩
井

地
区
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業（
農
地

整
備
事
業
経
営
体
育
成
型
）の
施
行
委
員
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
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山
上
地
区
は
、
水
窪
ダ
ム
の
麓
に

広
が
る
中
山
間
地
域
で
す
。
羽
黒
川

よ
り
取
水
す
る
桂
堰
と
、
松
川
上
流

よ
り
取
水
す
る
岩
堰
を
用
水
に
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
に
山
上
土
地
改
良
区
が
設
立
、
ほ
場

整
備
事
業
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
水
窪
ダ

ム
建
設
工
事
と
平
行
し
て
昭
和
四
十
八
年
に
調
査
計

画
実
施
、
翌
昭
和
四
十
九
年
に
着
工
し
、
昭
和
五
十

三
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
用
水
路
は
素
掘
、

排
水
路
は
柵
渠
の
た
め
浸
食
や
崩
壊
で
土
砂
が
堆
積

し
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年

よ
り「
県
営
水
利
施
設
整
備
事
業
」に
取
り
組
み
、
素

掘
水
路
等
約
十
四
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
水
路
に
す
る
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
進
め
る

「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
」で
は
維
持

管
理
組
合
役
員
と
山
上

地
区
の
各
自
治
会
等
と

が
協
力
し
て
、
平
成
二

十
七
年
に「
山
上
地
域

　
シ
リ
ー
ズ「
維
持
管
理
組
合
紹

介
」九
回
目
は
、
山
上
維
持
管
理

組
合
を
紹
介
し
ま
す
。
土
地
改
良

区
で
は
、
十
六
の
維
持
管
理
組
合

が
、
支
線
部
分
ま
で
の
適
正
な
水

管
理
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

資
源
保
全
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
水
路
・
農
道
の
補
修
、
草
刈
、
花

の
植
栽
、
関
根
小
学
校
児
童
と
の
米
づ
く
り
体
験
等

で
す
。
米
づ
く
り
体
験
で
は
、
春
の
種
ま
き
か
ら
苗

観
察
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り
、
杭
掛
け
、
コ

ン
バ
イ
ン
で
の
稲
刈
り
体
験
、
そ
し
て
自
然
乾
燥
し

た
稲
を
千
歯
扱
き
、
足
踏
脱
穀
機
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

よ
る
脱
穀
、籾
摺
り
、精
米
と〝
昔
と
今
の
米
づ
く
り
〟

の
違
い
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
農
地
の
集
積
が
進

み
農
家
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
及

び
役
員
が
一
丸
と
な
り
、
農
地
を
若
い
世
代
に
引
継

ぐ
た
め
、
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
組
合
長　

我
彦
正
福　

記
）

組合員数　148名
面　　積　129ha
役 員 数　 14名

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
万 世 維 持 管 理 組 合 大野澤　進 江口　　誠

梓 川 維 持 管 理 組 合 髙橋源五郎 小林　祐太

羽黒川維持管理組合 高橋　祐弘 井上　清隆

片子大堰維持管理組合 竹田　誠司 竹田　弘樹

山 上 維 持 管 理 組 合 我彦　正福 竹田　弘樹

米沢南部維持管理組合 情野　利晴 江口　　誠

塩 井 維 持 管 理 組 合 小関　敏弘 井上　清隆

窪 田 維 持 管 理 組 合 佐藤　正一 井上　清隆

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
和 田 維 持 管 理 組 合 鈴木　　力 金子　良幸

四ヶ村堰維持管理組合 鈴木　幸治 小林　祐太

黒井堰維持管理組合 五十嵐克己 小林　祐太

糠野目維持管理組合 樋口　　亨 皆川　浩利

屋代郷維持管理組合 我妻　　隆 皆川　浩利

淞郷堰維持管理組合 高橋　善一 江口　　誠

両 堰 維 持 管 理 組 合 伊藤　藤夫 金子　良幸

川西東部維持管理組合 遠藤　森幸 竹田　弘樹

掘あげ

田植えを体験

草取り機を使っての作業

  

維持管理組合紹介 №9
山
上
維
持
管
理
組
合

維持管理組合役員改選に伴い、各維持管理組合長が次のとおり決定しました。
また、維持管理組合担当職員は次のとおりですのでよろしくお願いします。

維持管理組合役員の任期は平成29年４月１日～平成33年３月31日までの４年間

～16維持管理組合の組合長を紹介します～
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か
ん
が
い
期
の
通
水
は
、
水
利
権

に
基
づ
き
計
画
的
に
適
期
・
適
正
な

水
利
調
整
を
行
い
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

適
期
用
排
水
調
整
及
び
施
設
の
管
理

全
般
を
協
議
し
ま
す

　

第
一
回　

四
月
…
年
間
計
画
等

　

以
降
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す

　

各
維
持
管
理
組
合
に
お
い
て
も
、
適

正
な
水
配
分
や
維
持
管
理
を
行
う
た
め

に
細
部
な
検
討
を
行
い
ま
す

・
堰
上
げ　

四
月
中
旬
よ
り

・
国
土
交
通
省
関
連

　
　

試
験
通
水
…
四
ヶ
村
堰
頭
首
工

（
四
月
下
旬
）

　
　

試
験
運
転
…
淞
郷
堰
揚
水
機
場

（
四
月
下
旬
）

・
代
か
き
用
水
の
開
始

　

五
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
の
間
、

耕
耘
状
況
を
見
な
が
ら
通
水
し
ま
す

・
普
通
期　

五
月
十
六
日
よ
り
管
理
用

水
と
し
て
通
水
し
ま
す

・
出
穂
期　

普
通
期
最
大
の
通
水
を
行

い
ま
す　
　
　

・
か
ん
が
い
用
水
の
終
了　

九
月
十
日

で
終
了
と
な
り
ま
す

・
保
守
点
検

　

水
利
施
設
全
般
に
わ
た
り
機
能
発

揮
に
努
め
ま
す

・
事
前
準
備

　

取
入
口
の
土
砂
の
除
去
や
ゲ
ー
ト
の

開
閉
操
作
等
の
点
検
を
行
い
ま
す

・
維
持
補
修

　

水
路
等
の
補
修
、
施
設
の
塗
装
等

を
行
い
ま
す

　

水
路
沿
い
の
草
刈
は
、
年
二
回
行

い
ま
す

　

ダ
ム
の
放
流
は
計
画
的
に
行
い
ま
す

が
、
異
常
気
象
に
よ
り
ダ
ム
の
貯
水
状

況
や
河
川
の
流
況
が
大
き
く
減
少
し
た

場
合
は
、
ダ
ム
の
放
流
調
整
を
行
い
ま

す
　

ま
た
、
仮
設
及
び
臨
時
揚
水
機
等
の

対
応
を
検
討
し
ま
す

・
チ
ラ
シ
等
の
配
布

　

放
流
調
整
等
は
チ
ラ
シ
等
で
組
合

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

休日勤務体制
用水に関すること
◆中央管理所   TEL 0238－37－8011

24時間対応
日直者　午前８時30分～午後５時00分
宿直者　午後５時00分～翌日午前８時30分
※水窪ダム・鬼面川頭首工・淞郷堰揚水機場などの

主要施設は、中央管理所での集中管理となります
賦課金等に関すること
◆土地改良区事務所   TEL 0238－23－0015
　５/６～８/26の土曜日
　日直者　午前８時30分～午後５時00分
　※ 日・祝は休み

物損事故は届け出を!!
交通事故等により土地改良施設を破損さ
せた場合、当事者の負担により復旧する
ことになります。もし、交通事故等を起
こし、土地改良施設を破損した場合は、
土地改良区
までご連絡
くださるよ
うお願いし
ます。

水難事故防止にご協力を!!
かんがい期間（５月～９月）は
特に水路やため池の水量が増
え危険です。

子どもたちが水路やため池で
遊ばないよう、地域の皆さん
のお声かけをお願いします。

～ 「プレミアムフライデー」の実施について～
当土地改良区は、国が推進する「プレミアムフライデー」の制度を理
解し、試行的に取り組みます。
◆当土地改良区における取り組み◆
１　目　的

　職員が仕事を効率的に進め、幸せや楽しさを感じられる体験の
ための時間を創出し、新たな活動を通して人生を充実させること
により、仕事と生活の調和の実現を目指します。
２　内　容
　①　当日午後３時00分を退庁時間とする
　②　各課２名は午後５時00分まで通常業務を行う
３　実施日

　平成29年度　毎月末の金曜日 桝破損状況

平 成 2 9 年 度 　 用 水 計 画

～米沢平野土地改良区ホームページ『用水状況』より“水窪ダムの用水状況”について紹介しております～

保
守
管
理

維
持
管
理
委
員
会
の
開
催

施
設
点
検
と
通
水
時
期

干
ば
つ
へ
の
対
応

そ
の
他

水路では遊ばない
遊ばせない
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会
計
係
長

齋
藤
　
雅
子

技
師

佐
藤
　
真
人

主
任

我
妻
　
晃
子

主
事

安
部
　
　
栞

嘱
託

佐
藤
　
繁
子

嘱
託

唐
澤
み
え
子

技
師

小
林
　
祐
太

主
任

木
村
　
知
史

維
持
管
理
係
長

金
子
　
良
幸

主
任

太
田
雄
一
朗

技
師

竹
田
　
弘
樹

主
任

江
口
　
　
誠

主
任

皆
川
　
浩
利

主
任

皆
川
　
雪
絵

主
事

髙
橋
　
泰
之

技
師

井
上
　
清
隆

技
師

目
崎
　
秀
太

技
師

安
部
　
大
地

主
事
補

板
垣
芙
由
香

主
任

生
田
　
　
裕

賦
課
徴
収
主
査

武
田
　
健
一

庶
務
主
査

白
石
　
徳
広

事
業
係
長

井
上
　
　
剛

課
長
補
佐

佐
藤
　
秀
和

企
画
係
長

仁
科
　
葉
子

業
務
係
長

大
庭
　
洋
子

庶
務
係
長

佐
藤
　
博
美

管
理
主
査

完
戸
　
淳
一

課
長

髙
橋
　
正
則

財
務
主
幹

小
林
　
　
実

財
務
担
当
補
佐

小
形
　
佳
子

中
央
管
理
所
長

髙
橋
　
浩
幸

課
長

小
林
　
一
人

〈
総
務
課
〉

〈
水
利
整
備
課
〉

事
務
局
長

安
部
　
仁
一

主
事

皆
川
　
貴
行

平
成

2
9

年
度

　
事

務
局

機
構

　
　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
本
年
度
は
下
記
に
よ
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
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滞納賦課金は新資格者が負担

国営二期事業受益地の農振除外について

◎平成29年度の賦課期日及び納入期限
期　別 賦課期日 納入期限 賦課基準日
第１期

平成29年７月10日
平成29年７月31日 平成29年４月１日現在の土地原簿

記載面積により賦課します第２期 平成29年10月31日

　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、取得
した新資格者に承継され、滞納賦課金を支払わなければなりませんのでご注意ください。	

　平成27年度の国営二期事業完了により、事業完了後８年（H28～H35）未経過の事業受益地につい
ては、「農業振興地域の整備に関する法律（農振法）」により、各市町の農業振興地域整備計画で定めら
れている「農用地区域」からの除外（農振除外）は、特別なケースを除き、原則として認められません。
　※特別なケースについては各市町にお問い合わせください
　※各種ほ場整備事業等についても同様です

◇組合員資格に移動がある場合
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿及び
土地台帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出ください。
◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）
◎生前一括贈与または死亡等による名義変更
◎農業者年金受給等による経営移譲
◎住所、氏名、法人名等の変更

◇農地を転用する場合（公共用地に買収された時も届出が必要）
◎公共用地（道路、水路）への買収による転用
◎田の宅地等への転用（一部畑賦課地域も同様）

◇土地改良施設を利用する場合
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

資格変更･農地転用･施設使用等の届出は組合員の方の義務です!

◎賦課金納入のために、土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
◎一度手続きしますと、納入忘れが防げます。（納入期限の前に残高確認をお願いします）

　土地改良区の賦課金は、施設の維持管理費や事業の償還金となる重要な運営費です。これを未納さ
れますと運営に支障をきたし、組合員間に不公平等が生じることとなります。
　滞納した賦課金は法に基づき差押を実施し、更に納入のない方は公売になる場合もありますので、
納入期限内の納入にご協力くださるようお願いします。

賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください

賦課金は納入期限内にお願いします

言伝 板
広報　米 沢 平 野第 66 号
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＊

　

編
集
に
あ
た
り
、
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

豪
雪
に
よ
り
、
果
樹
、
施
設
に
被
害

の
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

よ
う
や
く
春
の
日
差
し
も
強
く
な
り
、

種
を
蒔
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
豊
か

な
稔
り
を
思
い
描
き
な
が
ら
！
力
の
入

る
農
作
業
で
す
。

　

今
年
も
用
水
の
確
保
と
安
定
供
給
を

使
命
と
し
て
本
土
地
改
良
区
の
役
割
を

全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（

編
集
委
員
　
伊
藤
邦
彥
）

し
て
い
て
、
数
年
前
か
ら
増
産
し
て

い
ま
す
が
、
全
て
の
要
望
に
は
応
え

き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

需
要
に
合
わ
せ
た
供
給
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

果
樹
農
家
か
ら
信
用
あ
る
苗
木
会
社

を
目
指
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
会

社
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
こ
、
米
沢
平
野
で
は
果
樹
の
栽

培
が
盛
ん
で
、
特
に「
デ
ラ
ウ
エ
ア
」

が
生
産
量
日
本
一
と
多
く
の
果
樹
農

家
が
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」が「
デ
ラ
ウ

エ
ア
」の
作
業
と
重
な
ら
な
い
た
め
、

生
産
量
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
果
樹
苗
木
を
中
心
に
数
百

種
類
を
生
産
販
売
を
し
て
い
る
南
陽

市
萩
生
田
の「
有
限
会
社
菊
地
園
芸
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
常
務
取
締
役
の

菊
地
善
由
樹
さ
ん
よ
り
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

菊
地
園
芸
は
、
昭
和
二
十
八
年
頃

か
ら
菊
地
さ
ん
の
祖
父
が
苗
木
の
生

産
を
始
め
、
平
成
四
年
に
法
人
組
織

化
し
、
現
在
で
は
役
員
四
名
、
社
員

四
名
、
期
間
雇
用
六
名
で
経
営
し
て

い
ま
す
。「
ぶ
ど
う
」を
は
じ
め「
り
ん

ご
」「
さ
く
ら
ん
ぼ
」「
洋
な
し
」等
の
苗

木
を
生
産
販
売
し
て
お
り
、
苗
木
の

土
台
と
な
る「
台
木
」や
苗
木
の
基
と

な
る「
穂
木
」（
木
の
枝
）の
生
産
に
も

力
を
入
れ
い
て
お
り
、
注
文
は
全
国

か
ら
入
る
そ
う
で
す
。 

　

山
形
県
で
は
、「
り
ん
ご
」「
さ
く
ら

ん
ぼ
」「
西
洋
な
し
」の
品
種
改
良
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、「
ぶ
ど
う
」は
未
改

良
で「
山
形
の
ぶ
ど
う
」と
し
て
売
り

出
す
品
種
が
な
く
残
念
で
す
。

　

ぶ
ど
う
作
り
が
盛
ん
な
地
域
な
の

で
、
米
や
さ
く
ら
ん
ぼ
の
よ
う
に
山

形
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
ぶ
ど
う
」の
品

種
が
で
き
る
よ
う
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
な
ら
苗
木
の
提
供
な

ど
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
は
自
分
で
品
種
改
良
を

行
い
、
新
品
種
を
作
り
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
で
ワ
イ
ン

に
使
用
す
る
ぶ
ど
う
の
苗
木
が
不
足

　

苗
木
は
、
ま
ず
土
台
と
な
る
台
木

と
、
作
り
た
い
品
種
の
穂
木
を
接
ぎ

木
し
ま
す
。
接
ぎ
木
し
た
と
こ
ろ
に

ろ
う
付
け
を
行
い
、
木
箱
に
土
と
一

緒
に
詰
め
、
温
床
に
敷
き
詰
め
ま
す
。

春
に
な
る
と
活
着
し
発
芽
し
た
七
割

ほ
ど
の
苗
木
を
畑
に
植
え
付
け
秋
ま

で
成
長
さ
せ
ま
す
。
こ
の
間
ぶ
ど
う

の
苗
木
は
成
長
が
良
く
、
ま
き
ひ
げ

を
切
っ
た
り
、
脇
芽
を
摘
み
一
本
ず

つ
支
柱
に
テ
ー
プ
ナ
ー
で
誘
引
し
た

り
す
る
作
業
を
、
秋
ま
で
に
三
回
く

ら
い
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
大

変
で
す
。

　

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か

け
、
成
長
し
た
苗
木
を
手
で
落
葉
さ

せ
、
機
械
を
使
っ
て
掘
り
出
す
作
業

を
行
い
出
荷
の
準
備
を
し
ま
す
。
冬

期
間
の
接
ぎ
木
作
業
期
間
を
除
く
十

一
月
～
十
二
月
末
と
、
三
月
～
五
月

上
旬
頃
に
苗
木
を
出
荷
し
ま
す
。

　

苗
木
の
生
産
で
一
番
大
変
な
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
接
ぎ
木
か

ら
出
荷
ま
で
を
通
し
て
品
種
を
混
ぜ

な
い
こ
と
、
苗
木
に
病
気
が
付
か
な

い
よ
う
に
防
除
を
念
入
り
に
行
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
植
え
た
ら
違
う
苗

木
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
苗
木
に
名
前
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど

工
夫
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

出
荷
前
の
苗
木（
植
付
け
後
約
半
年
の
状
態
）

接
ぎ
木
し
た
状
態（
上
が
穂
木
で
下
が
台
木
）

機
械
で
の
接
ぎ
木
作
業

き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
す

殺
菌
と
活
着
の
た
め
、
ろ

う
付
け
作
業
を
行
う
常
務

取
締
役
の
善
由
樹
さ
ん

木
箱
に
詰
め
温
床
で
発
芽

を
待
ち
ま
す

発
芽
し
た
苗
木
を
畑
に
植
付
け

ぶ
ど
う
の
つ
る
の
誘
引
作
業

編
集
後
記

ぶ
ど
う
の
苗
木
が
で
き
る
ま
で

今
後
の
目
標
な
ど
聞
き
ま
し
た

米沢平野管内スポット
新時代を担うあなたに!!
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